
｀交流するボランティア大槌中生に焼き肉を振る舞し

矢
槌
中
生
焼
き
肉
に
笑
顔
霜
靉

　
社
団
法
人
岡
山
経
済
同
が
主
催
す
る
「
東
日
本
大

友
会
（
事
務
局
岡
山
市
）

一
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
一
行
は
2
4
日
、

大
槌
町
小
槌
の
大
槌
中

　
（
鈴
木
利
典
校
長
、
生
徒

２
６
７
人
）
の
仮
設
校
舎

を
訪
れ
、
全
校
生
徒
に
焼

き
肉
を
振
る
舞
い
元
気
を

届
け
た
。

　
司
会
メ
ン
バ
ー
や
岡
山

県
内
の
高
校
生
、
大
学
生

ら
約
9
0
人
が
訪
問
。
校
庭

に
設
置
し
た
バ
ー
ペ
キ
ュ

ー
こ
ん
ろ
1
1
台
を
使
っ
て

肉
や
野
菜
を
豪
快
に
焼

き
、
生
徒
に
振
る
舞
っ
た
。

　
柏
崎
理
奈
さ
ん
夭
槌

中
２
年
）
は
「
み
ん
な
こ

の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
楽
し
く
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
て
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
高
島
晴
佳
さ
ん
（
興

陽
高
１
年
）
は
「
が
れ
き

は
ま
だ
ま
だ
片
付
い
て
い

な
い
け
ど
、
生
徒
は
み
ん

な
明
る
く
元
気
で
驚
い

た
。
腸
っ
た
ら
現
状
を
家

族
や
友
人
に
伝
え
た
い
」

と
汗
を
流
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
岡

山
市
に
本
部
を
置
く
国
際

医
療
援
助
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
が
、
震
災
直
後
か
ら

同
町
を
支
援
し
て
い
る
こ

と
が
緑
で
実
現
。
一
行
は

被
災
し
た
旧
大
槌
中
校
舎

や
神
社
の
清
掃
に
も
取
り

組
ん
だ
。

戦
没
者
の
冥
福
祈
る

　
　
　
　
山
田
で
追
悼
式

　
山
田
町
戦
没
者
追
悼
式

は
2
5
日
、
同
町
八
幡
町
の献花し、祭壇に手を合わせる参列者

町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
遺
族
ら
が
戦

火
の
犠
牲
と
な
っ
た
６

７
６
人
の
冥
福
を
析
っ

た
。

　
町
、
町
戦
没
者
遺
族
連

合
会
主
催
。
来
賓
や
町
内

各
地
区
の
遺
族
会
員
ら
約

３
０
０
人
が
参
列
し
た
。

佐
藤
信
逸
町
長
は
「
こ
の

平
和
と
発
展
が
多
く
の
尊

い
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
長
く
後
世

に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
式
辞
。

　
来
賓
の
追
悼
の
言
葉
に

続
い
て
参
列
者
が
祭
壇

に
献
花
。
犠
牲
と
な
っ
た

肉
親
を
思
い
、
恒
久
平
和

と
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
誓
っ
た
。
同
追

悼
式
は
昨
年
、
震
災
の
影

響
で
開
催
さ
れ
な
か
っ

た
。
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